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日本一高い所に眠る殿様に会いに行く
大船山の「入山公廟」へ

Taketa Public Relations
広報たけた

夢
へ
、
届
け
―

　
　
　  

地
域
の
宝
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明
治
42
年
。
岡
藩
の
歴
史

を
汲
む
由
緒
正
し
い
図
書
館

と
し
て「
竹
田
文
庫
」が
誕
生
。

そ
の
後
、
昭
和
35
年
に
建
設

さ
れ
た
図
書
館
は
、
半
世
紀

以
上
経
過
し
老
朽
化
が
著
し

く
な
っ
て
き
た
た
め
、
平
成

８
年
、
新
し
い
図
書
館
の
建

設
を
望
む
声
を
受
け
て「
竹

田
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
図
書
館

研
究
会
」が
発
足
。

　

以
降
、
懇
話
会
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
を
開
催
し
、
設
計

に
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
取

り
入
れ
る
な
ど
新
し
い
図
書

館
の
か
た
ち
を
作
っ
て
き
ま

し
た
。

　

昨
年
５
月
。
安
全
祈
願
祭

が
行
わ
れ
、
市
民
が
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
る
な
か
始

ま
っ
た
工
事
は
、
今
年
３
月

に
完
成
。

　

そ
し
て
こ
の
日
。
21
年
の

思
い
が
カ
タ
チ
と
な
り
、
心

待
ち
に
し
て
い
た「
新
図
書

館
」が
オ
ー
プ
ン
の
時
を
迎

え
ま
し
た
。

新図書館がオープン
図書館の充実と新図書館建設を望む声が上がって、21年。
城下町再生の先陣を切り、市民の夢と希望を担った「新竹田市立図書館」が
５月21日、旧竹田幼稚園跡地にオープンしました。
歴史と文化の薫るまちに誕生した新図書館。
爽やかな５月の風に乗って、新しい息吹が吹き込まれます ―。

21
年
の
思
い
が
カ
タ
チ
に

新竹田市立図書館の工事概要
総事業費　約10億1,800万円

（財源内訳）
　・図書館建設基金　約３億7,200万円
　　　（合併時に旧竹田市から持ち込んだ基金）
　・社会資本整備総合交付金　約３億9,600万円

（竹田地区都市再生整備計画・歴史的風致維持
向上計画認定による）

　・合併特例債　２億5,000万円
（うち、70％にあたる１億7,500万円は交付税に

算入）

　建設に係る財源については基金や国の交付金等を
活用し、財政負担を最小限に抑えています。
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■今月の表紙

夢へ、届け―
　　　  地域の宝
天空に眠る殿様「入山公」
永く永く、
その年月を積み重ねた廟

苔生す石垣、草径……
永く深い歴史を、
草を取るその手に感じ、
青く光る空を見上げる

そう、
地域で学ぶ
君たちも大切な宝なのだから

撮影場所　久住町都野　大船山中腹の入山公廟
モ デ ル　大分県立三重総合高等学校久住校
　　　　　３年生の皆さん
■題字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

書
架
は

　
画
期
的
な
流
線
形

　

城
下
町
の
街
並
み
と
繋
が
る
よ
う

に
、
織
り
な
す
屋
根
が
広
が
る
新

図
書
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と

鉄
骨
造
一
部
２
階
建
て
、
延
べ
床
面

積
１
５
７
７
平
方
メ
ー
ト
ル
。
最
大

収
容
冊
数
は
旧
図
書
館
の
約
２
倍
の

15
万
２
千
冊
。（
閉
架
含
む
）

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ
て
右
側
は

一
般
書（
約
５
万
３
千
冊
）が
並
ぶ
東

館
、
左
側
は
児
童
書（
約
２
万
３
千

冊
）の
西
館
と
な
っ
て
お
り
、
館
内

に
は
通
常
の
閲
覧
席
に
、
テ
ラ
ス
席
、

飲
食
物
を
持
ち
込
め
る
席
な
ど
合
わ

せ
て
２
１
３
席
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
の
最
大
の
特
徴
は
、
光

を
多
く
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
採
光
窓
を
設
け
、
さ
ら
に
風
の
流

れ
を
考
え
、
来
館
者
の
動
線
を
考
慮

し
た
書
架
の
配
置
を
し
て
い
る
こ
と
。

そ
の
書
架
も
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
流
線

形
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
木
の
温
も
り
が

優
し
い
つ
く
り
。

　

天
井
か
ら
降
り
注
ぐ
柔
ら
か
い
光
、

書
架
の
間
を
流
れ
る
風
を
感
じ
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
図
書
館
で
す
。

　

５
月
21
日
の
オ
ー
プ
ン
初
日
は
、

開
館
を
待
ち
わ
び
て
い
た
多
く
の
利

用
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

明
る
い
光
が
差
し
込
む
館
内
で
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
ソ
フ
ァ
に
座
り
絵
本
を

読
む
親
子
や
心
地
よ
い
風
を
感
じ
な

が
ら
読
書
を
す
る
人
、
図
書
室
を
見

下
ろ
す
静
か
な
学
習
室
で
勉
学
に
励

む
高
校
生
な
ど
、
新
し
く
生
ま
れ
た

空
間
で
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。

図
書
館
へ
の
思
い

　

竹
田
市
立
竹
田
中
学
校
３
年

　

熊く
ま

懐だ
き　

美み

有ゆ

さ
ん

　

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
、
市
立
図

書
館
を
よ
く
利
用
し
て
い
ま
し
た
。

勉
強
ス
ペ
ー
ス
の
一
番
後
ろ
の
端

の
席
が
大
好
き
で
、
長
期
休
暇
の

た
び
に
そ
の
席
に
座
り
勉
強
し
て

い
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま

す
。
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
く
て
、

勉
強
す
る
の
に
と
て
も
よ
い
場
所

で
し
た
。

　

旧
市
立
図
書
館
を
長
年
利
用
し

て
き
て
、
と
て
も
寂
し
い
気
持
ち

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
立
派

に
建
て
ら
れ
て
い
る
新
市
立
図
書

館
を
見
て
、
私
は
ま
た
通
い
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

勉
強
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん

な
本
に
興
味
を
持
ち
、
た
く
さ
ん

の
本
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
ら

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
竹
田
市
の
多
く
の
人
が

市
立
図
書
館
を
楽
し
く
利
用
し
、

新
し
い
本
や
新
し
い
世
界
と
出
会

い
、
豊
か
な
時と

間き

を
過
ご
せ
る
空

間
に
な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

新図書館オープン

6月号

人口のうごき
　　　　　　　　　 （前 月 比）
人　口　22,657　人（−　 4人）
男　性　10,586　人（±　 0人）
女　性　12,071　人（−　 4人）
世帯数　10,423世帯（＋30世帯）

※平成29年５月１日現在の住民基本台帳による

   2   新図書館オープン

   4   まちの出来事

   8   たけたん情報

10   竹田市のこよみ

12   たけたん情報

15   たけたん情報（子育て）

16   たけたん情報（休日・夜間の在宅当
番医院）ほか

17   求人情報／図書館に行こう／人権シ
リーズ「ぬくもり」

18   市長コラム「有由有縁」

19   学び舎（荻小学校）／まるごと博物館
（久住）

20   郷土の植物／アッパレ！ 100歳／　
すくすく１歳ほか

広報

↑絵本を手に取る親子

↑落ち着いた空間で本を読む利用者

↑「図書館への思い」を発表した熊懐美有さん
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竹
田
市
に
お
け
る
住
宅
事
情
は
、

「
賃
貸
の
物
件
を
探
し
て
も
な
か
な

か
見
つ
か
ら
な
い
」な
ど
需
要
に
見

合
っ
た
供
給
が
な
い
現
状
に
あ
り
、

人
口
流
出
の
一
因
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　

今
回
、
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
て
公
共
事
業
を
行
う
Ｐ
Ｆ

Ｉ（Private Finance Initiative

）

手
法
を
取
り
入
れ
た
住
宅
整
備
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
５
月
９

日
、
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
、
工
事

が
着
工
し
ま
し
た
。

　

整
備
を
進
め
る
場
所
は
、
竹
田
市

竹
田
町
と
荻
町
馬
場
の
２
か
所
で
、

戸
数
は
そ
れ
ぞ
れ
18
戸
と
10
戸
。
入

居
対
象
者
は
子
育
て
世
帯
や
高
齢
者

世
帯
、
若
者
単
身
者
等
と
し
、
通
常

の
市
営
住
宅
で
は
所
得
制
限
に
よ
り

入
居
で
き
な
い
共
働
き
世
帯
も
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

住
宅
は
年
内
に
完
成
。
そ
れ
に
先

立
つ
10
月
頃
に
入
居
者
の
募
集
を
開

始
、
年
明
け
に
は
入
居
が
可
能
に
な

る
予
定
で
す
。
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い

創
出
と
、
移
住
・
定
住
を
支
え
る
拠

点
と
な
る
住
宅
の
完
成
が
待
た
れ
ま

す
。

　

平
成
30
年
秋
の
開
館
を
目
指
し
て
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
竹
田
市
総
合

文
化
ホ
ー
ル
。
そ
の
文
化
ホ
ー
ル
の
愛

称
を
公
募
し
た
結
果
、
竹
田
市
立
久
住

中
学
校
３
年
の
江
藤
夢
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
に
決
定
。
江
藤
さ
ん
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

江
藤
さ
ん
は
、「『
グ
ラ
ン
ツ
』は「
輝

か
し
さ
」「
き
ら
め
き
」と
い
う
意
味
の
ド

イ
ツ
語
。
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
人
が「
き
ら

め
き
」、
文
化
ホ
ー
ル
が「
輝
き
」続
け
る

施
設
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

定
住
を
支
え
る
拠
点
に

　
　
　
　

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用
し
住
宅
整
備

　

竹
田
市
で
は
、
自
然
・
景
観
と
調

和
の
と
れ
た「
作
物
」を
導
入
し
よ
う

と
、
ビ
ー
ル
の
原
料
と
な
る「
ホ
ッ

プ
」の
栽
培
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
な

り
、
昨
年
10
月
に「
九
州
竹
田
市
産

ホ
ッ
プ
研
究
会
」を
設
立
。
今
回
、

市
内
３
か
所
に
実
証
圃
場
が
完
成
し
、

４
月
20
日
、
圃
場
の
一
つ「
く
じ
ゅ

う
花
公
園
」で
、
ホ
ッ
プ
の
栽
培
実

証
開
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

実
証
圃
場
は
久
住
・
荻
・
直
入
の

市
内
３
地
域
に
約
17
ア
ー
ル
。
こ
れ

か
ら
３
年
を
か
け
て「
栽
培
実
証
」や

「
Ｐ
Ｒ
・
情
報
発
信
」等
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

九
州
竹
田
市
産
ホ
ッ
プ
へ
の
挑
戦 

― 

実
証
圃
場
で
の
試
験
栽
培
始
ま
る

“きらめき、輝き” 続ける文化ホールに
「グランツたけた」愛称採用者の江藤さんに記念品贈呈

↑「市民の皆さん誰もが集まることができる
身近なホールであって欲しい」と江藤さん

↑岩手県の遠野ホップ農業協同組合　佐々木組
合長（写真中央）から苗の植え付け方を教わる

「
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
」ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集

　

総
合
文
化
ホ
ー
ル
や
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
効
果
的
に

情
報
発
信
す
る
た
め
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
、
施
設
本
体
の
サ
イ
ン
や
各
種
印
刷
物
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
Ｐ
Ｒ
等
に
使
用
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

６
月
12
日
㈪
必
着

◆
選
考
・
表
彰

　

選
考
委
員
会
に
お
い
て
厳
選
な
選
考
を
行
い
、
最
優
秀

賞
を
決
定
し
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
原
案
と
し
て
採

用
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
に
は
、

①
竹
田
Ａ
Ｒ
Ｔ
×
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
セ
ッ
ト

　

・「
染
色
工
房
そ
め
か
ひ
」（
主
宰
：
辻
岡
快
さ
ん
）に
よ

る
型
染
め
作
品

　

・
漆
工
芸
作
家
の
原
清
さ
ん
に
よ
る
漆
器
セ
ッ
ト 

ほ
か

②
開
館
記
念
式
典
及
び
開
館
記
念
事
業
の
ご
招
待
券
を
贈

呈
し
ま
す
。

◆
応
募
・
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
文
化
政
策
課 

☎
63
―

４
８
３
７
／
FAX 

63
―

０
９
９
５

　

E-M
ail　

bunka@
city.taketa.lg.jp

↑竹田市竹田町の住宅完成予想図

↑荻町馬場の住宅完成予想図
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まちの出来事

竹
田
市
自
治
会
連
合
会

　
　

平
成
29
年
度
役
員
体
制
決
ま
る

　

５
月
９
日
、
竹
田
市
自
治
会
連
合

会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
、
29
年
度

の
役
員
体
制
が
次
の
よ
う
に
決
定
し

ま
し
た
。

【
会　

長
】

　

河
辺　

和
義 （
直
入
・
籾　

山
）

【
副
会
長
】

　

白
井　

幸
光 （
入
田
・
大
仲
寺
）

　

山
村　
　

徹 （　
荻　
・
馬　

場
）

　

佐
藤　

隆
幸 （
白
丹
・
鷹
の
巣
）

台
湾
・
高
雄
市
の
高
校
生
が

市
内
で
農
家
民
泊
体
験

　

台
湾
の
高
雄
市
田
寮
区
と
観
光
文

化
友
好
交
流
都
市
覚
書
の
締
結
を

行
っ
て
4
か
月
、
そ
の
高
雄
市
か
ら

高
校
生
40
人
が
竹
田
市
を
訪
れ
、
農

家
民
泊
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
ら
は
民
泊
先
の
方
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、

日
本
の
文
化
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
褒
章　

黄
綬
褒
章
受
章

自
然
環
境
功
労
者
環
境
大
臣
表
彰
受
賞

　

伊
藤
さ
ん
は
昭
和
61
年
よ
り
行
政

書
士
と
し
て
業
務
を
始
め
、
ま
た
業

務
の
傍
ら
20
年
以
上
に
わ
た
り
大
分

県
や
九
州
・
全
国
の
行
政
書
士
会
の

役
員
を
務
め
る
な
ど
、
業
務
に
精
励

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
、
受
章
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

弘
蔵
さ
ん
は
２
０
０
０
年
か
ら
34

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
る
坊
ガ
ツ
ル
湿

原
の
野
焼
き
を
復
活
さ
せ
、
自
然
環

境
の
保
全
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
長
年
に
わ
た
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
等
の
高
山
植
物
の
保
護
活
動
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

弘
蔵
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

品
質
向
上
を
目
指
し
て

　

乾
椎
茸
の
品
質
と
生
産
性
、
ま
た

生
産
者
の
経
営
向
上
を
図
ろ
う
と
、

４
月
26
日
、「
第
９
回
竹
田
市
乾
椎

茸
品
評
会
」の
表
彰
式
が
市
総
合
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

春
先
の
天
候
不
順
で
、
椎
茸
生
産

者
の
皆
さ
ん
は
大
変
苦
労
を
さ
れ
た

よ
う
で
す
が
、「
８
０
０
ｇ
の
部
」に

１
４
３
点
、「
４
０
０
ｇ
の
部
」に
39

点
の
出
品
が
あ
り
、
乾
椎
茸
の
品
質

向
上
を
目
指
す
皆
さ
ん
の
熱
意
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
品
評
会
の
部

８
０
０
ｇ
の
部

【
天
白
冬
菇
】　

後
藤
こ
ず
え（
神
原
）

【
茶
花
冬
菇
】　

堀　
　

恭
博（
九
重
野
）

【
上　
冬　
菇
】　

吉
田　

裕
康（
川
床
）

【
香　
　

菇
】　

後
藤　

英
二（
神
原
）

【
香　
　

信
】　

吉
田　

裕
康（
川
床
）

４
０
０
ｇ
の
部

【
冬　
　

菇
】　

後
藤　

美
臣（
神
原
）

【
香　
　

菇
】　

後
藤
由
利
子（
荻
町
）

【
香　
　

信
】　

吉
田　

裕
康（
川
床
） 

●
団
体
の
部

　

第
１
位　

直
入
分
会

●
ほ
だ
場
コ
ン
ク
ー
ル
の
部

　

河
野　

龍
夫（
竹
田
）

友好の絆、さらに深めて
台湾・宜

ぎ

蘭
らん

農田水利会の皆さんが来竹
　台湾の宜蘭農田水
利会と荻柏原土地改
良区は、技術の研さ
んを図り、国境を越
えた友好の絆を深め
ようと昭和54年、姉
妹会の締結を行い、
これまで相互の水利
技術を学ぶなど民間
交 流 を 続 け て い ま
す。その交流会が４月27日、荻町で行われました。宜蘭農田水利
会は、台湾に17か所ある農田水利会（政府の農田水利事業を推進
する公益法人）の一つで、受益面積は約５万ヘクタール。この日は
水利会の許

キョウ

 南
ナン

山
サン

会長ら22人が、音無井路円形分水などの水利施設
を見学しました。
　姉妹会締結から38年―。これからも技術交流を通じて、友好
の絆が深まっていくことでしょう。

伊
い

藤
とう

　精
せい

さん
（直入町神堤）

弘
ひろ

蔵
くら

　岳
たけ

久
ひさ

さん
（法華院山荘）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

↑音無井路円形分水では、公平に水を分ける仕組みに多く
の質問が出されていました

↑春先は天候不順でしたが、多くの出品が
ありました

↑今年度の役員の皆さん（写真左から佐藤副会長（久住）、河辺会長
（直入）、白井副会長（竹田）、山村副会長（荻））
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陽
目
の
里
に
多
く
の
人
出

大
野
川
源
流
祭
り
開
催

　

豊
か
な
自
然
を
有
す
る
荻
町
の
陽

目
の
里
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
で
５

月
３
日
、「
第
29
回
大
野
川
源
流
祭

り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
緑
ま
ぶ
し
い
陽
目
の
里
に
は
、

昨
年
の
倍
の
２
千
人
を
超
え
る
観
光

客
が
来
場
。
荻
町
子
ど
も
神
楽
ク
ラ

ブ
、
田
代
神
社
の
神
楽
な
ど
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
エ
ノ
ハ
の
つ
か

み
取
り
、
春
の
山
菜
リ
ゾ
ッ
ト
コ
ー

ナ
ー
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催
し
を

楽
し
む
来
場
者
で
、
会
場
は
終
日
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

九
州
一
の
栄
冠
を
目
指
し
て

　

九
州
各
県
の
厳
し
い
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
16
校
が
竹
田
市
に

集
結
。
九
州
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を

決
め
る「
第
51
回
九
州
高
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」が

５
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
、
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
他
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
の

た
め
開
催
を
見
送
り
、
２
年
ぶ

り
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
初
戦

か
ら
す
べ
て
完
封
勝
ち
で
勝
ち

上
が
っ
た
九
州
文
化
学
園（
長
崎

県
）が
神
村
学
園（
鹿
児
島
県
）を

判
定
戦
の
末
、
２
対
１
で
下
し
、

８
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。　谷を挟んで隣接する荻町の２つの自治会の後継者グルー

プ、恵友会（恵良原自治会）と西友会（西福寺自治会）が５月
７日、田植え前の泥田を舞台にイベントを開催しました。
　参加者たちは、自転車レースや綱引き、泥田フラッグな
どの競技で、全身泥だらけになりながら熱いバトルを繰り
広げていました。

全身泥だらけで大笑い！

泥田へダイブ!!

田植え前の田んぼで

イベント開催

久
住
の
風
に
乗
っ
て

久
住
山
岳
滑
翔
大
会
開
催

　

久
住
山
の
斜
面
に
発
生
す
る
上
昇

気
流
に
乗
り
、
滞
空
時
間
や
獲
得
高

度
な
ど
の
飛
行
技
術
を
競
う
久
住
山

岳
滑
翔
大
会
が
４
月
29
日
か
ら
５
月

５
日
ま
で
、
久
住
町
の
白
丹
中
部
牧

野
内「
久
住
滑
空
場
」で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
で
35
回
目
と
な
る
大
会
に
は
、

関
東
や
関
西
、
九
州
な
ど
18
の
大
学

か
ら
34
人
の
学
生
が
参
加
。
新
芽

の
芽
吹
い
た
久
住
高
原
の
上
空
に
は
、

学
生
が
操
縦
す
る
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
優

雅
に
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

↑新緑まぶしい陽目の里には、朝早くから多くの人が訪れていました

↑250食限定「春の山菜リゾット」を買い求
める人々

↑子どもたちはびっしょりになりながら
エノハを捕まえていました

↑自転車レースでは仮装して参加
する選手も

↑五月晴れの下、熱戦が繰り広げられました

風
薫
る
山
里
に   

響
く
声

少しでもバランスを崩すと…
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相
手
に
寄
り
添
う「
看
護
の
心
」で

市
内
医
療
機
関
で
一
日
看
護
体
験

　

近
代
看
護
を
築
い
た
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
・
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
の
誕
生
日
に

ち
な
み
、
５
月
12
日
を「
看
護
の
日
」

に
制
定
し
、
そ
の
日
を
含
む
１
週
間

を「
看
護
週
間
」と
し
て
い
ま
す
。
県

な
ど
で
は
、
こ
の「
看
護
週
間
」に
合

わ
せ
、
高
校
生
に
看
護
の
仕
事
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と 

「
一
日

看
護
体
験
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
病
院
で
も
18
日
、
高
校
生
32
人

が
看
護
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
車
椅
子
を
押
し
て

歩
行
が
困
難
な
患
者
の
移
動
を
介
助

す
る
な
ど
、「
看
護
の
心
」で
優
し
く

接
し
て
い
ま
し
た
。

強
豪
校
が
豊
肥
地
区
に
集
結
！

中
九
州
高
校
野
球
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

大
分
県
で
唯
一
甲
子
園
の
出
場
経

験
が
な
い
豊
肥
地
区
。
地
区
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
と
高
校
野
球
を
通
じ
た
町

お
こ
し
を
図
ろ
う
と
、
５
月
３
日
か

ら
５
日
ま
で
の
間
、
豊
肥
地
区
の
各

会
場
で「
第
１
回
中
九
州
高
校
野
球

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
、
甲
子
園
で
７
回
の
優

勝
を
誇
る
松
山
商（
愛
媛
県
）や
西
日

本
短
大
付（
福
岡
県
）、
鹿
児
島
実
な

ど
の
強
豪
校
が
集
結
。
地
元
校
の
竹

田
高
校
と
三
重
総
合
高
校
が
甲
子
園

常
連
校
に
胸
を
借
り
、
試
合
に
臨
み

ま
し
た
。

さ
と
う
よ
し
み
の

　
童
謡
の
世
界
に
包
ま
れ
て

　

竹
田
市
出
身
の
童
謡
童
話
作
家　

佐
藤
義
美
さ
ん
の
功
績
を
偲
ん
で
行

わ
れ
て
い
る
童
謡
祭
。
29
回
目
と
な

る
童
謡
祭
が
４
月
29
日
、
竹
田
市
総

合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

１
０
０
人
を
超
え
る
親
子
連
れ
が

会
場
を
訪
れ
、
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
や

こ
ど
も
縁
日
、「
春
の
も
の
づ
く
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
催
し
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

倉
原
愛
誠
さ
ん
を
偲
ん
で

健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
大
会
開
催

　

陸
上
競
技
を
愛
好
し
、
中
学
生
で

急
逝
し
た
故
倉
原
愛
誠
さ
ん
を
偲
び

行
わ
れ
て
い
る
、「
竹
田
市
愛
誠
杯

健
康
ナ
イ
タ
ー
陸
上
競
技
大
会
」が

５
月
６
日
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の

延
べ
９
種
目
で
行
わ
れ
、
１
９
０
人

の
選
手
が
参
加
。

　

暮
れ
ゆ
く
空
に
包
ま
れ
て
、
選
手

た
ち
は
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
、
懸
命
に

駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　第28回豊の国ねんりんピック「シルバーふれあい短歌・俳
句・川柳展」及び「美術展」に、県内から多くの作品が出品さ
れ、竹田市からは次の方が賞に選ばれました。

シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展
【短歌の部】  　山本　和可子　選
　特　選　　「辛くとも　負けるな君よ　明日の日に　
　　　　　　　　　　芽を出し根を張り　花を咲かせよ」
　　　　　　佐田　俊夫さん　77歳　（竹田・吉田）

美術展
【洋画の部】  審査員特別賞
　「病院の待合室」　　　
　黒川　芳美さん　83歳
　（竹田・竹田町）　
※２作品を含む出展作品は、６月中旬
まで竹田市役所１階フロアに展示して
います。

「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」・「美術展」
入賞おめでとうございます

↑中 学 ３ 年 男 子3,000ｍ の 部 で
１位となり、愛誠杯を獲得した
河野琉威さん（竹田南部中学校）

↑ソプラノ歌手 秀島沙和さんの童謡コンサート
では、よしみ合唱団も参加

↑佐藤義美ゆかりの曲をみんなで歌いました↑豊肥地区から甲子園を目指す！

↑ゴールを目指して駆け出す選手たち

 ↑患者に優しく語りかける生徒
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展
　
示

「
第
19
回
虹
の
会
・
き
つ
つ
き

の
会
版
画
交
流
展
」

　

今
年
で
19
回
目
を
迎
え
る
虹
の
会

（
熊
本
）と
き
つ
つ
き
の
会（
竹
田
）の

版
画
交
流
展
で
す
。
シ
ル
ク
ス
ク

リ
ー
ン
や
木
版
な
ど
約
40
点
の
版
画

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間　

６
月
15
日
㈭
～
25
日
㈰

場
所　
「
塩
屋
」ギ
ャ
ラ
リ
ー（
竹
田

町
）

連
絡
先　

☎
62
―

２
４
１
６（
川
野
）

お
お
い
た
の
文
化
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
事
業

　

県
立
歴
史
博
物
館
の
収
蔵
品
を

展
示
す
る「
出
張
企
画
展
」と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

竹
田
市
久
住
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

【
ロ
ビ
ー
展
示
】

期
間　

６
月
８
日
㈭
～
８
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
10
時

展
示
品　

三
角
縁
神
獣
鏡
レ
プ
リ
カ

（
赤
塚
古
墳
出
土
）、
炭
竈
遺
跡
出
土

品
ほ
か
８
点
程
度

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

①「
古
代
ア
ー
ト
を
体
験
し
よ
う
♪
」

―
凝
灰
岩
の
板
石
に
古
代
の
絵
付
け

体
験
―

日
時　

６
月
18
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

②「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
を
作
ろ
う
♪
」

―
古
代
の
土
器
作
り
体
験
―

日
時　

７
月
23
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
３
時

対
象　

小
学
校
４
年
生
か
ら
一
般
の

方定
員　

各
20
人（
事
前
申
込
み
）

参
加
費　

無
料

※
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
後
に
は
、
学

芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が

行
わ
れ
ま
す
。

問
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

☎
０
９
７
８
―

37
―

２
１
０
０

相
談
会
・
教
室

「
聞
こ
え
と
こ
と
ば
の
教
育
相

談
会
」開
催

　

大
分
県
立
聾
学
校
で
は
、
聞
こ
え

や
こ
と
ば
が
気
に
な
る
お
子
さ
ま
に

つ
い
て
の
巡
回
教
育
相
談
会
を
行
い

ま
す
。

日
時　

８
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

会
場　

竹
田
教
育
事
務
所
31
会
議
室

相
談
内
容

・
育
児
や
学
習
、
生
活
に
つ
い
て
の

相
談

・
就
学
や
転
学
に
つ
い
て
の
相
談

・
聴
覚
障
が
い
教
育
に
関
す
る
情
報

提
供

・
医
療
・
福
祉
・
保
健
・
教
育
機
関

等
と
の
連
携
な
ど

相
談
対
象　

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の

お
子
さ
ま
及
び
そ
の
関
係
者

申
込
方
法　

大
分
県
聾
学
校
へ
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　

相
談
時
間
等
は
申
込
者
と
打
ち
合

わ
せ
後
に
決
定
し
ま
す
。

　

担
当
：
大
分
県
立
聾
学
校
支
援
部

　

内
藤
、
谷
、
藤
野

申
込
締
切　

７
月
14
日
㈮

そ
の
他　

相
談
は
無
料
で
す
。
当
日

は
個
別
に
相
談
を
行
い
、
内
容
に
つ

い
て
は
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
ま
た
、

乳
幼
児（
０
～
２
歳
）と
そ
の
保
護
者

を
対
象
と
し
た
教
育
相
談
を
、
平
日

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま

で
県
立
聾
学
校
で
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
週
間

前
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
大
分
県
立
聾
学
校　

☎
０
９
７

―

５
４
３
―

２
０
４
７　

FAX
０
９
７
―

５
４
６
―

２
１
１
１

成
人
発
達
障
が
い
者
家
族
教
室

　

発
達
障
が
い
に
対
す
る
正
し
い
理

解
と
適
切
な
支
援
を
目
的
に
、
発
達

障
が
い
者
の
家
族
を
対
象
に
し
た
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
12
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
～
午
後
４
時

場
所　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

16
歳
以
上
の
発
達
障
が
い
者

の
家
族

内
容　

講
義
、
話
し
合
い
、
演
習

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

７
月
７
日
㈮

・

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー 

こ
こ
ろ

の
健
康
課　

☎ 

０
９
７
―

５
４
１
―

５
２
７
６

大
分
県
難
聴
者
協
会
定
例
会

　

中
途
失
聴
者
及
び
難
聴
者
の
自
助

グ
ル
ー
プ
で
、
聞
こ
え
の
悩
み
を
分

か
ち
合
い
、
明
る
く
生
活
が
で
き

る
よ
う
定
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

要
約
筆
記
の
支
援
も
受
け
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
17
日
㈯
・
７
月
９
日

㈰
・
８
月
12
日
㈯　

い
ず
れ
も
午
前

10
時
～

場
所　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー

問
大
分
県
難
聴
者
協
会  

☎
０
８
０
―

１
７
４
２
―

１
２
６
１（
小
倉
）

FAX
０
９
７
７
―

７
５
―

７
６
４
５

E-m
ail　

togura72@
gm

ail.com

在
宅
重
度
障
が
い
者
の
方
の
住

宅
改
造
助
成
制
度

　

重
度
障
が
い
者
の
方
の
在
宅
生
活

に
お
け
る
不
便
や
危
険
を
軽
減
す
る

た
め
、
住
宅
改
造
費
の
助
成
制
度
が

あ
り
ま
す
。

対
象
者　

対
象
者
は
次
の
項
目
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
で
す
。
た

だ
し
、
⑴
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯
と
な
り
ま
す
。

⑴
重
度
障
が
い
者（
身
体
障
害
者
手

帳
１
、２
級
・
療
育
手
帳
Ａ
１
、
Ａ

２
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
方
）の
い
る
世
帯

⑵
世
帯
員
が
竹
田
市
内
に
住
所
を
有

す
る
こ
と

⑶
生
計
中
心
者
の
前
年
の
所
得
金
額

が
２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

対
象
工
事

　

玄
関
、
台
所
、
浴
室
、
便
所
、
廊

下
、
居
室
、
階
段
、
洗
面
所
等
の
改

造
工
事

申
込
方
法

　

６
月
16
日
㈮
ま
で
に
必
要
書
類

（
協
議
書
・
計
画
書
・
個
別
調
書
・

見
積
書
・
改
造
前
後
の
見
取
図
・

現
況
写
真
）を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

たけたん

情 報

６月号
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必
ず
工
事
を
行
う
前
に
申
込
み
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い
福

祉
係　

☎
63
―

４
８
１
１

あ
な
た
の
お
住
ま
い
、
安
全
で

す
か
？

　

昨
年
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
古

い
木
造
住
宅
の
倒
壊
が
多
く
発
生
し

ま
し
た
。
竹
田
市
で
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
大
切
な
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
に
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化
に

対
し
て
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
耐
震
診
断
支
援
事
業

補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住

宅補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
／
３

（
限
度
額
３
万
円
）

◇
耐
震
改
修
支
援
事
業

補
助
対
象　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
一
戸
建
て
住

宅
で
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点
が

１
・０
未
満
で
あ
る
も
の

補
助
金
額　

診
断
費
用
の
２
／
３

（
限
度
額
80
万
円
）

※
補
助
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、「
大

分
県
木
造
建
築
耐
震
診
断
士
」に
よ

る
診
断
・
補
強
設
計
が
必
要
で
す
。

・

竹
田
市
建
設
課　

☎
63
―

１
１
１
１（
内
線
２
５
４
）

作
品
募
集

「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集

　

く
じ
ゅ
う
連
山
を
こ
よ
な
く
愛
し

た
昭
和
の
文
豪
・
川
端
康
成
と
、
彼

を
誘
っ
た
髙
田
力
蔵
・
白
壁
康
の

２
人
の
画
家
。
彼
ら
の
功
績
を
称
え
、

ま
た
平
成
28
年
に
新
た
に
誕
生
し
た

国
民
の
祝
日「
山
の
日
」に
ち
な
ん
だ

「
く
じ
ゅ
う
の
山
」絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
本
年
も
開
催
し
ま
す
。
く
じ
ゅ
う

連
山
の
魅
力
を
本
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

を
通
じ
て
再
発
信
し
、
地
域
の
つ
な

が
り
、
そ
し
て
、
育
ま
れ
た
誇
り
を

呼
び
覚
ま
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
『
く
じ
ゅ
う
連
山
が
見
え

る
風
景
』※
竹
田
市
側
か
ら
見
た
風

景
に
限
る

募
集
期
間　

７
月
20
日
㈭
ま
で

応
募
資
格　

一
般
の
部（
18
歳
以
上

が
対
象
）

作
品
規
定　

油
絵（
大
き
さ
３
号
～

20
号
）

審
査
員　

工
藤
和
男
先
生（
一
般
社

団
法
人
創
元
会
会
長
）ほ
か

表
彰　

最
優
秀
賞
１
点（
30
万
円
）／

優
秀
賞
５
点（
各
５
万
円
）

問
竹
田
市
久
住
支
所
地
域
振
興
課　

☎
76
―

１
１
１
１

税
　
金

源
泉
所
得
税
の
納
期
の
特
例
と
納
付

　

給
与
等
の
支
払
い
の
際
に
徴
収
し

た
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

（
以
下「
源
泉
所
得
税
等
」と
い
い
ま

す
）は
、
給
与
等
を
支
払
っ
た
月
の

翌
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
納
付
す
べ
き
税
額

が
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10

日
ま
で
に
納
付
書（
給
与
所
得
・
退

職
所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算
書
）

を
税
務
署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
の
支
給
人
員
が
常
時

10
人
未
満
の
事
業
所
で
は
、
一
定
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
源
泉

所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回
で
済
ま

せ
る
こ
と
が
で
き
る
源
泉
所
得
税
等

の「
納
期
の
特
例
」制
度
が
あ
り
ま
す
。

源
泉
所
得
税
等
の
納
期
の
特
例
制
度

源
泉
所
得
税
等
の
区
分

納
付
期
限

１
～
６
月
に
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税

７
月
10
日
㈪

７
～
12
月
に
源
泉
徴
収

し
た
所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税

翌
年　
　
　

１
月
20
日
㈯

　

な
お
、
納
付
期
限
の
日
が
日
曜
日
、

祝
日
等
の
休
日
や
土
曜
日
に
当
た
る

場
合
に
は
、
そ
の
休
日
明
け
の
日
が

納
付
期
限
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

くじゅう連山の南側再発見！
夏山シーズンは観光登山バスで
　これからの夏山シーズン、南側からもく
じゅう連山を楽しんでいただけるように「大
船山観光登山バス」を運行しています。　

《運行日》
　11月19日㈰まで

※事前予約制（前日の正午まで）で、予約は翌々月（２か月前）ま
で受付します。※各便定員18名

《運行ルート》
　パルクラブ～板切牧野道～池窪登山口（乗車時間 約20分）

《運行時間》
　●往路［パルクラブ発］
　　　①午前7時30分／②午前8時30分／③午前9時30分
　●復路［池窪登山口発］
　　　①午後2時00分／②午後3時00分／③午後4時00分

《乗車料金》 片道1000円・往復1800円
《運行について》 台風などお客様の安全確保の観点から、運行を中
止する場合があります。

【予約・問合せ】
　■竹田市観光ツーリズム協会久住支部　　☎ 76-1610
　■久住観光インフォメーションセンター　☎ 76-2666

（w
w

w
.nta.go.jp

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署　

☎
63
―

３
１
４
１

　

 

※
自
動
音
声
案
内

年
　
金

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

　

平
成
29
年
８
月
１
日
時
点
で
保
険

料
納
付
済
期
間（
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
済
期
間
や
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
等
の
加
入
期
間
を
含
む
）

と
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
等

を
合
算
し
た
資
格
期
間
が
10
年
以
上

あ
れ
ば
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
受

給
開
始
は
10
月
以
降
で
す
）

　

該
当
の
方
に
は
日
本
年
金
機
構
か

ら
ご
自
宅
宛
て
に
順
次
年
金
請
求
書

（
黄
色
）を
発
送
し
て
い
ま
す
。（
７

月
上
旬
頃
ま
で
）

　

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
本
年
金
機
構
大
分
年
金
事
務

所 

お
客
様
相
談
室　

☎ 

０
９
７
―

５
５
２
―

１
２
１
１（
音
声
案
内「
１
」

→「
２
」）
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６月
木 THU 金 FRI 土 SAT 2017年（平成29年）

1 2 3
・竹田温泉「花水月」休館日
・県民防災アクションデー「県

下一斉避難行動訓練」　市内
一斉サイレン吹鳴

・第６回竹田市農業委員会総会 
13:30～（市役所本庁３階会議
室）

・別府大学民俗学調査報告会　
15:00-16:30（文化財管理セン
ター）

8 9 10
・竹田温泉「花水月」休館日 ・ホタル舞う陽目の里を楽しむ

夕 べ　18:00～（ 陽 目 の 里「 名
水 茶 屋」）☎68-2210（ 名 水 茶
屋）

15 16 17
・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所） ☎63-3346（こころ
の相談支援事業所）※要予約

（前日の午前中まで）

・岡城跡下刈り作業　7:20岡城
駐車場集合  12日までに申込 
☎63-3161 (竹 田 商 工 会 議 所 
高橋英／熊懐)

・合同企業就職相談会　13:00-
16:00（竹田市総合社会福祉セ
ンター）☎62-2122（竹田市経
済活性化促進協議会）

22 23 24
・こころの健康相談 13:30-15:30

（久住保健センター） ☎63-3346
（こころの相談支援事業所）

   ※要予約（前日の午前中まで）
・精神保健福祉相談 14:00-16:00

（大分県豊肥保健所）　☎0974-
22-0162  ※要予約

・５歳児健康診査 13:00～受付（竹
田市総合社会福祉センター）

・里親募集説明会　14:00-16:00
（市役所本庁３階会議室）

29 30
・竹田温泉「花水月」休館日 【納期限】市県民税（全期･1期）・

国民健康保険税（３期）
・第７回竹田市農業委員会総会

13:30～（市役所本庁３階委員
会室）

今月のよりそいカフェ
（認知症予防カフェ）

【竹田】
・６月２日・16日㈮13:30-15:30
　古町商栄会

【荻「しらみず」】
・６月13日・27日㈫13:00-15:00
　 荻「しらみず」

【久住「りんどう」】
・６月13日㈫・22日㈭13:00-15:00 
　久住「りんどう」

【直入「ゆのはな」】
・６月９日・23日㈮13:00-15:00 
　直入「ゆのはな」

【竹田北部「双城」】
・６月１日・８日㈭13:00-15:00
　出会いの湯

【竹田南部「あけぼの」】
・６月 ７日㈬13:00-15:00
　入田分館
・６月13日㈫13:00-15:00
　嫗岳分館
・６月21日㈬13:00-15:00
　宮砥分館

【都野】
・６月７日㈬13:30-15:30
　くたみたきのう館
・６月17日㈯13:30-15:30
　グループホームくたみのもり

【今月の行政なんでも相談所】
地域 相　談　日 時　間 開　催　場　所

竹　田

６月21日㈬ 10：00～12：00

竹田市総合社会福祉センター　相談室
荻 荻公民館　幼児室

久　住 久住公民館　健康相談室
直　入 直入支所　小会議室

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで　「困ったら一人で悩まず行政相談！」
〔竹田〕阿南　　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤　孝幸　☎68-3510
〔久住〕本郷　俊一　☎76-1304　〔直入〕児玉　龍明　☎75-2426

６月26日から７月２日は「子どもの人権110番」相談強化週間です。
子どもの人権問題について相談をお寄せください。☎0120-007-110（全国共通・無料）

今月の健診日程
※受付時間は午前８時～10時 

〔巡回健診〕
（特定健診＋がん健診等） 

月　日 曜日 場　　所
6月  1日 木

荻公民館6月  2日 金
6月  5日 月
6月  6日 火 菅生分館
6月  8日 木 宮砥分館
6月  9日 金 旧岡本小学校
6月11日 日 竹田南部中学校
6月13日 火 嫗岳分館
6月15日 木

玉来体育館
6月16日 金
6月17日 土 祖峰小学校
6月18日 日 荻公民館

6月20日 火
（下竹田）山村交
流センター

6月22日 木
直入公民館

6月23日 金
6月24日 土 宮城台小学校
6月29日 木

白丹公民館
6月30日 金
7月  4日 火

都野公民館
7月  5日 水
7月  6日 木

久住保健センター
7月  7日 金

地元竹田で働きませんか？

合同企業就職相談会
とき　６月17日㈯13:00～16:00

（受付12：30～）
ところ　竹田市総合社会福祉セ
ンター 多目的ホール

　地元企業約20社に一度に会え
るチャンス！ Uターン、Iターン
希望の方もぜひご参加ください。
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たけたん情報
日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

4 5 6 7
・郷土の自然に親しみ植物を観察す

る会「初夏の神角寺周辺の観察」竹
田 市 役 所8:30集 合 ☎62-4100(竹 田
創生館)

・第34回大分合同新聞社旗争奪直入
地域自治会対抗ソフトボール大会 
8:30～開会式　9:00試合開始　試合
会場：直入総合運動公園グラウン
ドほか

・第65回くじゅう山開き　10:00～山
頂祭　10:30頃～記念ペナント配布

（久住山山頂付近）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所） ☎63-3346（ここ

ろの相談支援事業所）※要予
約（前日の午前中まで）

・よい歯のコンクール　12:45
～受付（竹田市総合社会福祉
センター）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・田能村竹田ゆかりの地めぐり
    8:30 JR豊後竹田駅前集合
   ☎62-4100（竹田創生館）

・もぐもぐ教室（離乳食教室）
   9:45～受付（竹田市総合社会福祉

センター）
・本町通り電線共同溝工事全体説明

会 19:00-20:00（竹田市公民館竹田
分館）

11 12 13 14
・竹田市歩こう会「東部散策(城北町～挾

田)」　竹田温泉花水月前8:30集合　☎62-
2501(山本)

・おおいた民話の旅ウォーキング大会「第
27回竹田市荻町大会」 竹田市荻福祉健康
エリア（スタート・ゴール）　8:30～受付 
9:00～出発式 ☎097-552-0867（NPO法人
大分県ウォーキング協会事務局）

・平成29年度県民すこやかスポーツ祭「ウォー
キング」　8:30～受付（荻支所）

・竹田断酒会創立15周年記念大会　10 :00
～（竹田市総合社会福祉センター）

・花水月【メンテナンス休館】
   ～22日の間

・ホタルの夕べ～エノハ料理を
ホタルと生演奏とともに～

   18:30～（竹田エノハ） ☎66-3141
（竹田エノハ）※16日・20日も

開催

・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・人権学習学級  15:00～（市役

所本庁３階会議室）

18 19 20 21
・平成29年度県民すこやかス

ポーツ祭「3B体操」  9:30～受
付（久住総合運動公園体育館）

・城下町交流拠点施設を語る市
民フォーラム（第１回市民説明
会） 15:30-18:00（竹田市総合社
会福祉センター）

・荻の里温泉休館日 ・おはなしのへや　10:30-11:00
（竹田市立図書館えほんのへや）

・なかよしようちえんパートⅠ
9:00-12:00（竹田市直入B&G海
洋センター体育館・直入公民
館）

・温泉療養文化館「御前湯」休館日・長湯
おんせん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日
・年金相談［完全予約制］　10:00-15:00

（竹田市高齢者いきいき交流センター）
・大分県行政書士会無料相談会　13:00-

16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　
☎097-537-7089（大分県行政書士会事
務局）

・1歳6か月児健康診査　13:00～受付（竹
田市総合社会福祉センター）

25 26 27 28
・おはなしのへや  10:30-11:00（竹田

市立図書館えほんのへや）
・こころの健康相談 13:30-15:30（竹

田市総合社会福祉センター）☎63-
3346（こころの相談支援事業所）
※要予約（前日の午前中まで）

・竹田市歩こう会「三重町大原散策
(紫陽花見学)」　JR豊後竹田駅前
9:30集合　弁当持参・JR運賃各
自負担　☎62-2501(山本)

・陽目の里「名水茶屋」休業日

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が
土日の場合は直前の金曜が締切日となります）。   ●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

■2017年7月上旬の主な予定

　７月２日㈰　第20回久住高原の唄日本一大会
　　　　　　　竹田市久住公民館くじゅうサンホール
　　　　　　　9:00～予選　14:00～決勝
　　　　　　　☎76-1610（久住高原の唄日本一大会実行委員会事務局）

　７月８日㈯　第67回「社会を明るくする運動」竹田市民大会
　　　　　　　10：00～（竹田市総合社会福祉センター）

月
間
・
そ
の
他

○男女雇用機会均等月間
○リウマチ月間
○夏の省エネキャンペーン
　（6／1㈭～9／30㈯）
○まちづくり月間
○土砂災害防止月間
○歯と口の健康週間（６／４㈰～10㈯）
○「ダメ。ゼッタイ。」普及運動
　（６／20㈫～７／19㈬）
○男女共同参画週間（6／23㈮～29㈭）

６月１日㈭～７日㈬は、水道週間です
　竹田市上水道事業では、水道週間期間中、
竹田市管工事協同組合の協賛により、給水設
備の点検活動を行います。
　健康に直接影響する水道水の水質基準は
年々厳しくなっていますが、上下水道課では
安全な水の供給に努めています。貯水槽を使
用して各戸に給水している場合は、タンクの

清掃や定期的な水質検査等、適正な管理を行っ
てください。
　なお毎月１日から10日の間、水道メーター
の検針を行っています。量水器の上に物を置
いたり、犬の放し飼いをしないようにし、検
針業務にご協力をお願いします。また、水道
料金のお支払いは便利な口座振替をご利用く
ださい。
●お問い合せ   竹田市上下水道課   ☎63-1046

障がいのあるお子さんに楽しい夏休みを―。
「虹色サマースクール」のボラ

ンティアを募集しています。
実施期間　７月27日㈭～８月９
日㈬のうち、希望する日　※土
日を除く
申込期限　７月12日㈬まで

㉄竹田市社会福祉課  ☎63-4811
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特
別
弔
慰
金

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
方
へ

　

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限

が
近
づ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
４

月
２
日
ま
で
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■ 

支
給
対
象
と
な
る
方

　

平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
」等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
で
順

位
が
先
に
な
る
ご
遺
族
お
一
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
は
、
戦
没
者
等
の
死

亡
当
時
の
ご
遺
族
で

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
の
①
父
母 

②
孫 

③

祖
父
母 

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
要
件
に

よ
り
、 

順
番
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

４
．
右
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た

方
に
限
り
ま
す
。

■ 

支
給
内
容

　

国
債
名
称　

第
十
回
特
別
弔
慰
金

　

国
庫
債
券　

い
号

　

額
面　

25
万
円（
５
年
償
還
）

■
請
求
窓
口
・
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
社
会
福
祉
課
管
理
係

　

☎
63
―

４
８
１
１

　

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

制
　
度

屋
外
広
告
物
に
係
る
事
務
移
譲

　

７
月
１
日
か
ら
、
屋
外
広
告
物
法

に
基
づ
く
事
務
の
一
部
が
県
か
ら
竹

田
市
に
移
り
ま
す
。

　

移
譲
さ
れ
る
事
務
は
、
屋
外
広
告

物
の
設
置
許
可
や
違
反
広
告
物
の
除

却
等
で
、
市
で
は
建
設
課
が
窓
口
と

な
り
ま
す
。

問
竹
田
市
建
設
課
☎
63
―

１
１
１
１

（
内
線
２
４
７
、２
４
８
）

伐
採
・
伐
採
後
の
造
林
の
届
出

　

森
林
法
が
改
正
さ
れ
、「
伐
採
及

び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
書
」に
基

づ
く
伐
採
に
つ
い
て
は
、
伐
採
後
の

造
林
状
況
を
確
認
し
た「
伐
採
及
び

伐
採
後
の
造
林
に
係
る
森
林
状
況
報

告
書
」の
提
出
が
、
森
林
所
有
者
等

に
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

伐
採
と
造
林
は
実
施
事
業
者
や
時
期

が
異
な
る
場
合
も
あ
り
、
造
林
の
実

施
状
況
の
確
認
が
意
図
せ
ず
遅
れ
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
を
防
ぐ
た

め
に
、
伐
採
に
際
し
、
造
林
の
実
施

方
法
等
を
森
林
所
有
者
等
に
確
認
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
森
林
経
営
計
画
が
立
て

ら
れ
た
森
林
等
に
つ
い
て
は
、
伐
採

に
限
ら
ず
、
造
林
に
つ
い
て
も
実
施

後
の
届
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
制
度
の
概
要
等
に
つ
い
て
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
農
政
課
林
業
振
興
室

☎
63
―

４
８
０
５

商
工
労
働

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、

年
度
更
新
手
続
き
期
間
中
に
前
年
度

の
保
険
料
の
確
定
精
算
を
行
う
と
と

も
に
、
新
年
度
の
概
算
保
険
料
の
申

告
・
納
付
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
の
年
度
更
新
手
続
き

に
つ
い
て
は
、
７
月
10
日
㈪
ま
で
で

す
。（
今
年
度
に
つ
い
て
は
雇
用
保

険
料
率
の
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
）

問
大
分
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　

☎
０
９
７
―

５
３
６
―

７
０
９
５

中
小
企
業
経
営
者
の
悩
み
相
談

　

大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
販
路
開
拓
、
経
営
戦
略
、

Ｉ
Ｔ
活
用
等
の
中
小
企
業
経
営
者
の

抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

専
門
家
の
派
遣
、
賃
金
の
業
務
の
改

善
を
支
援
す
る
業
務
改
善
助
成
金
の

案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。

開
所
日　

月
曜
日
～
金
曜
日（
た
だ

し
祝
日
等
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
と
水
曜
日
は
午
後
６
時
ま

で相
談
の
方
法

⑴
電
話
相
談　

０
１
２
０
―

０
０
８
―

３
１
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

⑵
メ
ー
ル
相
談　

saichinup@
oct-

net.ne.jp

⑶
来
所
相
談　

大
分
県
最
低
賃
金
総

合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

問
大
分
県
最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー（
担
当
：
堤
）　

☎
０
９
７

―

５
３
８
―

９
１
２
３

ＴＡＯの夏フェス2017 開催決定！
夏フェスだけの
　　   灼熱の舞台
開場　8:00／赤兜LIVE 14:30
会場　竹田市久住町 「ＴＡＯの里」
問 TAO事務局
　☎092-721-2015（平日10:00-19:00）
　TAO文化振興財団
　☎63-1133（木曜除く11:00-18:00）

8/10㈭〜27㈰
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消
費
者
行
政

有
料
動
画
サ
イ
ト
の
利
用
料
請

求
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
に「
有
料

動
画
の
未
納
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
本
日
中
に
連
絡
な
き
場
合
、
法

的
手
続
き
へ
移
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。」な
ど
と
記
載
し
た
Ｓ
Ｍ
Ｓ
や

メ
ー
ル
を
送
信
し
、
連
絡
を
し
て
き

た
者
に
対
し
、「
有
料
動
画
サ
イ
ト

の
利
用
料
金
10
万
円
が
未
納
に
な
っ

て
お
り
、
支
払
わ
な
い
と
裁
判
に
な

る
。
一
旦
払
っ
て
も
ら
え
ば
確
認
し

て
後
日
返
金
す
る
」と
言
い
、
コ
ン

ビ
ニ
で
電
子
ギ
フ
ト
券
を
購
入
さ
せ

る
、
と
い
う
事
例
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
電
話
の
相
手
は
債
権
回
収

業
者
等
を
名
乗
り
ま
す
が
、
一
旦

払
っ
て
し
ま
う
と
お
金
を
取
り
戻
す

こ
と
は
難
し
い
た
め
、
そ
の
後
何
度

も
請
求
を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と

思
っ
た
ら
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
窓
口（
竹
田
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
）☎
63
―

４
８
３
４ 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時（
平
日

の
み
）　

大
分
県
消
費
生
活
・
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

☎
０
９
７
―

５
３
４
―

０
９
９
９

講
習
会

初
心
者
狩
猟
講
習
会

　

狩
猟
免
許
の
取
得
を
希
望
す
る
方

は
必
ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
わ
な
猟

①
日
時　

７
月
17
日（
月
・
祝
）　

午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

場
所　

大
分
県
林
業
会
館
新
館
３

階（
大
分
市
古
国
府
）

②
日
時　

７
月
30
日
㈰　

午
前
10
時

～
午
後
４
時
30
分

　

場
所　

神
楽
会
館（
豊
後
大
野
市

清
川
町
砂
田
８
１
０
）

◇
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟

①
日
時　

７
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

　

場
所　

大
分
県
猟
友
会　

会
議
室

（
大
分
市
顕
徳
町
）

受
講
内
容　

法
令
・
鳥
獣
・
猟
具
に

関
す
る
知
識
、
実
技

受
講
料

○
わ
な
猟
、
８
０
０
０
円

○
第
一
種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟
、
第

一
種
銃
猟
及
び
第
二
種
銃
猟
は
各

１
万
２
０
０
０
円

○
わ
な
猟
及
び
第
一
種
銃
猟
、
わ
な

猟
及
び
第
二
種
銃
猟
、
わ
な
猟
及

び
第
一
種
銃
猟
並
び
に
第
二
種
銃

猟
は
各
２
万
円

受
付
期
間

　

①
は
７
月
１
日
㈯
～
７
月
８
日
㈯

　

②
は
７
月
９
日
㈰
～
７
月
18
日
㈫

・

竹
田
市
猟
友
会（
竹
田
市
大

字
吉
田
３
３
１
―

１　

東
建
設
㈲
事

務
所
内
）　

☎
62
―

３
４
３
４

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
に
つ
い
て

日
時　

７
月
14
日
㈮

会
場　

大
分
県
教
育
会
館

受
付
期
間　

６
月
12
日
㈪
～
19
日
㈪

受 

講 

料　

５
５
０
０
円

定
員　

50
人

申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
窓
口

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
（
一
財
）大
分
県
消
防
設
備
安

全
協
会　

〒
８
７
０
―

０
０
２
３　

大
分
市
長
浜
町
２
丁
目
12
―

10　

昭

栄
ビ
ル
４
Ｆ　

☎
０
９
７
―

５
３
７

―

３
１
２
５  

FAX
０
９
７
―

５
３
７
―

３
１
３
９

君ヶ園ハイツの入居者を募集します
　市外から通勤している方等で、市での定住を希望する方や市内で就
業している方を対象とした住宅の入居者を募集します。
単身用（１Ｋ）２部屋
　家賃　18,500円　水道代別
　入居条件（３項目すべてに該当すること）
　①入居申し込み時において満40歳以下の方
　②入居申し込み時において同居親族がない方
　③竹田市に移住するまたは、竹田市で就業する（予定者も含む）方
世帯用（３ＤＫ）１部屋
　家賃　32,000円　共益費別
　入居条件（２項目すべてに該当すること）
　①入居申し込み時において同居し、同居しようとする親族がある方
　②入居申し込み時において竹田市民または、移住を希望している方
単身用・世帯用それぞれの入居条件に加えて、
　①地方税等を滞納していない
　②入居者または同居親族が暴力団員でない
ことが条件となります。
募集期間　６月12日㈪～30日㈮まで
選考及び抽選　７月５日予定　※単身用については就労や生活状況等
を加味し選考します。
申込方法　竹田市建設課窓口に備え付けている入居申込書に必要事項
を記入のうえ提出してください。

･問竹田市建設課庶務係　☎63-1111（内線241、242）

たけたん情報
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試
　
験

大
分
県
調
理
師
試
験

期
日　

10
月
14
日
㈯

会
場　

大
分
商
工
会
議
所
ま
た
は
大

分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）

願
書
配
布
先　

県
内
の
保
健
所
及
び

保
健
部

願
書
受
付
期
間　

６
月
26
日
㈪
ま
で

提
出
先　
（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ

ン
タ
ー　

調
理
師
試
験
担
当

問（
公
社
）調
理
技
術
技
能
セ
ン
タ
ー 

　

☎
０
３
―

３
６
６
７
―

１
８
１
５

　

大
分
県
健
康
づ
く
り
支
援
課

　

☎
０
９
７
―

５
０
６
―

２
６
６
３

税
務
職
員
採
用
試
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税

局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
６
月
19
日
㈪
か
ら
開

始
し
ま
す
の
で
、
受
験
資
格
等
の
詳

細
は
、
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は「
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

１  
人
事
院
九
州
事
務
局

☎
０
９
２
―

４
３
１
―

７
７
３
３

２  
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
研
修
係　

☎
０
９
６
―

３
５
４
―

６
１
７
１ （
内
線
６
０
４
６
）

３  

竹
田
税
務
署
☎
63
―

３
１
４
１　

※
自
動
音
声
案
内

消
防
設
備
士
試
験

日
時　

８
月
27
日
㈰　

午
前
10
時
～

会
場　

大
分
大
学

願
書
配
布
先　

大
分
県
消
防
保
安
室
、

県
内
各
消
防
本
部
、（
一
財
）消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
大
分
県
支
部

願
書
受
付
期
間

・
６
月
26
日
㈪
～
７
月
８
日
㈯
（
電

子
申
請
）

・
６
月
29
日
㈭
～
７
月
11
日
㈫
（
書

面
申
請
）

提
出
先　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部　

☎
０
９
７
―

５
３
７
―

０
４
２
７

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

大
分
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時　

７
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時

場
所　

大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

内
容　

高
専
生
に
よ
る
体
験
学
習
や

模
擬
実
験
、
学
校
説
明
会
、
ク
ラ
ブ

活
動
紹
介
等

参
加
費
等　

無
料
・
予
約
不
要

問
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校
総
務

課
企
画
室　

☎
０
９
７
―

５
５
２
―

６
４
５
０

イ
ベ
ン
ト

オ
ー
ト
ポ
リ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
無

料
ご
招
待
し
ま
す

　

オ
ー
ト
ポ
リ
ス（
日
田
市
上
津
江

町
）・
Ｓ
Ｐ
Ａ
直
入
で
は
毎
年
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
一
時
営

業
を
停
止
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
と

な
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
復
旧
工
事

も
順
調
に
進
み
、
お
客
様
を
安
全
に

お
迎
え
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、市
民
の
皆
様
を
対
象

と
し
て
年
内
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
無
料
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。
招

待
券
に
つ
い
て
は
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
竹
田
市
商
工
観
光
課
ま

で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
商
工
観
光
課

☎
63
―

４
８
０
７

竹田市健康づくり推進協議会の
公募委員を募集します。
　市では、地域住民に密着した総合的な健康

づくりを推進するために、地域や関係機関の

代表及び公募委員で構成された「竹田市健康

づくり推進協議会」を設置しています。広く

皆様のご意見を伺うために、若い世代（20代

～40代）の公募委員（任期２年）を募集します。

内容　竹田市健康づくり推進協議会への出席

（年２回程度）

人数　３人

申込締切　６月30日㈮まで

・問 竹田市保険健康課　☎63-4810

特急「あそぼーい！」が帰ってくる！
　Ｄ＆Ｓ列車「あそぼーい！」が期間限定
で別府・大分～阿蘇間を運行します。
　キャラクター犬“くろちゃん”が車内でお
出迎え。「白いくろちゃんシート」や「木の
プール」など楽しい仕掛けがいっぱい！
　運行は７月８日㈯から12月まで。ＪＲ
豊後竹田駅・豊後荻駅にも停車します。
　詳しくはＪＲ九州のホームページ

（http://www.jrkyushu.co.jp/）まで。
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たけたん情報（子育て）

現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

現
況
届
は
、
児
童
手
当
等
の
受
給

者
の
毎
年
６
月
１
日
の
状
況
を
把
握

し
、
６
月
以
降
の
児
童
手
当
等
を
引

き
続
き
受
け
取
る
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
書
類
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
６
月
末
ま
で
に
竹
田
市
社
会

福
祉
課
子
育
て
支
援
係
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

様
々
な
事
情
で
親
と
生
活
で
き
な

い
子
ど
も
が
県
内
に
約
５
０
０
人
い

ま
す
。

　

特
に
県
内
に
は
乳
児
院
が
１
か
所

し
か
な
く
、
ま
た
赤
ち
ゃ
ん
を
預

か
っ
て
い
た
だ
け
る
養
親
里
親
も
不

足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
で
は
子

ど
も
た
ち
を
預
か
っ
て
く
だ
さ
る
里

親
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
里
親
募
集
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方

は
ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
。

日
時　

６
月
23
日
㈮　

午
後
２
時
～

４
時

場
所　

竹
田
市
役
所
３
階　

第
１
会

議
室

問
大
分
県
中
央
児
童
相
談
所  

里
親
担
当

☎
０
９
７
―

５
４
４
―

２
０
１
６

子育て支援事業を活用しましょう
子育てほっとクーポン

　県と市では、地域の子育てをサポートしようと子育
て支援サービス「子育てほっとクーポン」事業を進めて
います。「おおいた子育てほっとクーポン･プラス＋」に
ついては、今年度末で有効期限が切れますので、お早
めにご活用ください。

（支給対象者等）
①「子育てほっとクーポン」　
　　平成27年４月１日以降に生まれたお子さんのい

るご家庭が対象。お子さんの３歳の誕生日の前日
までが有効期間です。

②「おおいた子育てほっとクーポン･プラス＋」
　　平成27年３月31日までに生まれた未就学のお子

さんのいるご家庭が対象。平成28年３月31日まで
を申請期間とし、交付の日から平成30年３月31日
まで使用できます。

（事業内容等）
　　対象児童１人あたり10,000円相当のクーポンを

配布します。
 （利用できるサービス）
　　保育所（園）で行う一時預かり、病児保育室「すず

めの子たけた」、子育てサポートセンター「ゆめい
かだ」、育児用月刊誌配本事業、インフルエンザ予
防接種、自由診療によるフッ素塗布等に利用でき
ます。

竹田市子育て応援券
　市では、平成28年度より、お子さんが生まれたご家
庭の経済的負担の軽減と市内の経済活動の活性化を図
るため、「竹田市すこやか子育て応援券」を給付してい
ます。

　この券は「竹田市子育て応援事業」に協賛いただいた
企業で利用できる商品券です。協賛企業については市
ホームページ等に掲載しています。

交付対象者

平成28年４月１日以降に生まれたお子さ
んのいるご家庭で、かつ、お子さんの出
生前または６か月以上竹田市に居住して
いるご家庭

交 付 金 額 30,000円（１枚／1,000円） お釣りはでま
せん

申 請 方 法
竹田市すこやか子育て応援券申請書の提出
※印鑑、母子保健手帳、竹田市税完納証
明書が必要です

有 効 期 限 対象児の２歳の誕生日の前日まで
申 請 期 限 お子さんの１歳の誕生日の前々日まで

子育て支援サイト
 「すまいるキッズ」開設！
　市では、子育てに関する最新情報やイベント等をタイ
ムリーにお知らせするため、子育て支援サイト「すまい
るキッズ」を開設しました。

　市や子育て関係施設のホー
ムページとリンクさせるこ
とで、情報を検索しやすくし、
また登録いただいた方には子
育て関連情報をメールでお届
けしますので、ぜひ「すまいる
キッズ」をご活用ください。登
録を希望される方は、下記の
ＱＲコードをご利用ください。

問竹田市社会福祉課子育て支援係　☎63-4811

地域の子育てを応援します！

（６月１日開設予定）
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たけたん情報 （休日・夜間の在宅当番医院）

　

進
路
に
悩
む
医
学
部
の
学
生
か

ら
、「
先
生
は
ど
う
し
て
小
児
科
医

に
な
っ
た
の
で
す
か
？
」と
、
何
度

も
聞
か
れ
て
き
ま
し
た
。
カ
ッ
コ
い

い
返
事
を
し
た
い
の
で
す
が
、
き
っ

か
け
は
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

実
家
か
ら
一
番
近
い
大
学
が
大
分

医
大
だ
っ
た
と
か
、
親
や
親
戚
か
ら

「
せ
い
ご
は
、
い
つ
も
小
さ
い
子
を

可
愛
が
っ
て
い
た
か
ら
、
医
者
な
ら

小
児
科
医
が
向
い
て
い
る
か
も
ね
」

と
言
わ
れ
て
い
た
と
か
、
高
校
時
代

に
し
て
い
た
バ
ン
ド
が
少
し
だ
け
大

分
で
知
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
も
う

ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
か
、
彼
女
が
大
分
の
大
学

に
進
学
し
よ
う
と
し
て
い
た（
笑
）と

か
で
し
た
。

　

た
だ
、
き
っ
か
け
は
些
細
な
も
の

だ
っ
た
と
し
て
も
、
小
児
科
医
に

な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
楽

し
さ
を
再
確
認
し
、
そ
の
一
方
、
救

え
な
か
っ
た
多
く
の
小
さ
な
命
を
見

送
っ
て
き
た
悔
し
さ
も
経
験
し
ま
し

た
。
力
が
及
ば
な
か
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
ど
う
や
っ
た
ら
救
え
る
だ
ろ
う

か
と
考
え
、
苦
手
だ
っ
た
研
究
も
始

め
ま
し
た
。
そ
こ
で
見
い
だ
し
た
小

さ
な
発
見
が
、
将
来
、
子
ど
も
た
ち

を
救
う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
拙
い
英
文
論
文
を
い

く
つ
も
書
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
病
院
で
待
っ
て
い
る
だ

け
で
は
限
ら
れ
た
人
に
し
か
伝
え
ら

れ
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
学
校
や
幼

稚
園
、
保
育
所
に
出
向
い
た
り
、
メ

デ
ィ
ア
に
出
た
り
、
子
育
て
イ
ベ
ン

ト
に
出
て
啓
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
今
は
、
そ
ん
な
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
後
進
が
見
て
ど
う
感
じ
て

く
れ
る
か
？　

賛
同
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
し
、
反
面
教
師
と
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
を
楽
し
み
に

日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

  

「
先
生
は
ど
う
し
て
小
児
科
医
に

な
っ
た
の
で
す
か
？
」と
質
問
し
た

学
生
に
は
、
最
後
に
、「
俺
は
生
ま

れ
変
わ
っ
て
も
小
児
科
医
を
目
指
す

と
思
う
よ
」と
の
言
葉
で
締
め
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
創
る
た
め

に
。

（
大
分
大
学
客
員
教
授　

是
松
聖
悟
．）

第34回

どうして小児科医になったの？

休日及び夜間の在宅当番医院

６月の在宅当番医
当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号
１㈭ 伊藤医院 ☎75-2222 16㈮ 柚須医院 ☎63-2016

２㈮ 竹田クリニック ☎64-9000 17㈯ 大久保病院 ☎64-7777

３㈯ 大久保病院 ☎64-7777 18㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241

４㈰ 竹田医師会病院 ☎63-3241 19㈪ 道全内科 ☎63-2270

５㈪ 道全内科 ☎63-2270 20㈫ 志賀内科 ☎63-2083

６㈫ 志賀内科 ☎63-2083 21㈬ 秦医院 ☎63-2246

７㈬ 久住加藤医院 ☎76-0008 22㈭ 伊藤医院 ☎75-2222

８㈭ 須小耳鼻咽喉科 ☎63-3387 23㈮ 安西皮膚科 ☎63-3232

９㈮ くどう循環器科・内科 ☎63-2304 24㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241

10㈯ 竹田医師会病院 ☎63-3241 25㈰ 大久保病院 ☎64-7777

11㈰ 大久保病院 ☎64-7777 26㈪ 道全内科 ☎63-2270

12㈪ 道全内科 ☎63-2270 27㈫ 竹田医師会病院 ☎63-3241

13㈫ 加藤内科医院 ☎63-2006 28㈬ 佐藤医院 ☎68-2005

14㈬ 志賀内科 ☎63-2083 29㈭ 志賀内科 ☎63-2083

15㈭ 竹田診療所 ☎62-4014 30㈮ 柚須医院 ☎63-2016

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00
　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00
注意事項
・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら
うようお願いします。
・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前
に症状などを電話で連絡したうえで受診してください。
・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休
日当番病院を受診してください。

※当番医の情報についてはケーブルテレビのデータ放送「休日当
番医」に掲載しています。また、竹田市消防署（☎ 63-0119）で
も確認できます。

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

6／ ４㈰ 竹田市荻歯科診療所 ☎68-3263
6／11㈰ 竹下歯科医院 ☎62-2662
6／18㈰ 歯科筑紫医院 ☎76-0024
6／25㈰ ふじさわ歯科医院 ☎64-1118

　※診療時間9：00～12：00（受付11：30まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関

６／ ３㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立
こども診療所

６／ ４㈰ みやわき小児科

６／10㈯  みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立
こども診療所

６／11㈰ 豊後大野市民病院

６／17㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立
こども診療所

６／18㈰ 豊後大野市民病院

６／24㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立
こども診療所

６／25㈰ 豊後大野市民病院

７／ １㈯ みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立
こども診療所

７／ ２㈰ 豊後大野市民病院
㉄豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230）／
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～11:30）
診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意　当番医についてはやむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署（☎63-0119）に電話で
ご確認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意さ
れた約束処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、大
分県豊肥保健所のホームページのお知らせ欄にも掲載しています。

出 張 !
えがおの子育て

小児科
地域医療･小児医療の視点から
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誰
か
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す

る
と
き
、
つ
い
つ
い
相
手
を
責
め

て
し
ま
う
よ
う
な
言
い
方
を
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば

  「
な
ん
で
こ
ん
な
に
帰
り
が
遅
く

な
っ
た
の
！
」

  

「
嘘
を
つ
い
た
り
し
た
ら
ダ
メ

じ
ゃ
な
い
の
！
」

　

ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
が
も
し
こ
の
よ
う
な

言
い
方
を
さ
れ
た
ら
、
責
め
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
反
発
す
る
気
持

ち
を
持
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に「
あ

な
た
」に
主
語
を
置
き
、
相
手
の

非
を
責
め
る
伝
え
方
を
ユ
ー
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
言
い
ま
す
。

　

対
し
て
、「
わ
た
し
」を
主
語
に

し
た
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
う
伝

え
方
で
前
の
例
文
を
表
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

  「
帰
り
が
遅
く
て（
私
は
）心
配
し

た
よ
。
今
度
か
ら
連
絡
し
て
く
れ

る
と
嬉
し
い
な
」

  「
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る

と（
私
は
）嬉
し
い
。
だ
か
ら
こ
れ

か
ら
は
嘘
を
つ
か
な
い
で
ね
」

　

ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
あ
く
ま

で
も
自
分
を
主
語
に
し
て
、
自
分

が
ど
う
感
じ
、
ど
う
考
え
て
い
る

か
を
相
手
に
伝
え
ま
す
。「
自
分

は
こ
う
感
じ
、
こ
の
よ
う
に
考
え

る
の
で
、
あ
な
た
に
は
こ
う
し
て

ほ
し
い
」と
い
う
よ
う
な
伝
え
方

で
す
。
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
使
う

と
、
互
い
の
関
係
を
損
な
わ
ず
に

自
分
の
思
い
や
考
え
方
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

自
分
も
相
手
も
大
切
に
す
る
言

葉「
ア
イ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
今
日
か

ら
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

自分も相手も大切にする言葉　アイメッセージ

26

「地元で働いてみませんか？」
求人情報  

ハローワーク豊後大野
竹田市ふるさとハローワーク   ☎63-1101
①利用者支援員１人 14～16万円
②ホールスタッフ１人 19～26万円
③総合職１人 16.7～22万円
④一般作業員１人 16.1～20.7万円
⑤調剤事務１人 13.5万円
⑥保育士１人 16.8万円
⑦配達員１人 15～16万円
⑧大工１人 19.2～36万円
⑨バス運転手１人 15.4～17.4万円
⑩フロア業務全般１人 15～20万円
⑪畜産２人 16.9～20.8万円
⑫タクシー乗務員及び事務員２人 13～
30万円

《パート求人（時給）》
⑬接客係１人 750円
⑭介護補助１人 715～850円
⑮販売員１人 720円
⑯ホームヘルパー１人 830～1200円
⑰販売スタッフ１人 750円
⑱美容師１人 900～1100円
⑲レジ担当３人 850円
⑳洗浄・片付け２人 800円
㉑配車係1人 715～900円
㉒客室清掃員１人 750～800円
㉓保育士２人 956～1065円
㉔病棟助手３人 750～800円

新
図
書
館
の
コ
ー
ナ
ー
を
紹
介
し
ま
す 

　

入
口
を
入
っ
て
す
ぐ
右
側
は
東
館
で
す
。

こ
こ
に
は
一
般
書
の
書
架
が
14
棚
あ
り
、

ブ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ル（
壁
際
書
架
）に
は
、
お

す
す
め
本
や
特
集
、
全
集
が
並
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
窓
際
や
書
架
の
上
に
オ
レ
ク
ト

ロ
ニ
カ
の
フ
ィ
ギ
ュ
ア
が
４
体
、
冨
永

嘉
子
さ
ん
の
紙
人
形
が
６
体
飾
っ
て
あ
り

ま
す
。
ど
れ
も
素
敵
な
作
品
ば
か
り
で
す
。

図
書
館
に
来
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
に
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！　

開
館
の
ご
案
内

【
竹
田
市
立
図
書
館
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
曜
日
・
第
４
金
曜
日

【
荻
駅
交
流
館
図
書
室
】

開
館
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

月
・
土
・
祝
日
等

【
久
住
図
書
室
・
直
入
図
書
室
】

開
館
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

休
館
日　

土
・
日
・
祝
日
等

※
お
願
い

　

新
図
書
館
は
今
ま
で
の
利
用
者
カ

ー
ド
で
利
用
で
き
ま
す
。
ご
自
宅
に

あ
る
カ
ー
ド
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

　

Ｃ
Ｄ
の
貸
出
も
一
人
２
点
ま
で
可

能
で
す
。
本
と
併
せ
て
10
点
ま
で
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

↑新図書館 東館

６

　待望の新図書館がオープンし
ました。雑誌はもちろんのこと、
CDの貸し出しやDVDの視聴コー
ナー、飲食コーナー、青空広場等
ワクワクするスペースがいっぱい
の楽しさ満載の図書館です。ぜひ
風通しのよい広々とした図書館に
お越しください。新刊をたくさん
用意して、皆さまのご来館を職員
一同お待ちしています。

人
権
学
習
学
級
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
受
講
で
き

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　

６
月
14
日
㈬
午
後
３
時
～

会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

内
容　

テ
ー
マ「
し
あ
わ
せ
は　

自
分
の
心
が
き
め
る
」～
教
師
が

進
行
が
ん
に
な
っ
た
と
き
～

講
師　

河
野　

雅
彦
さ
ん

㉄
竹
田
市
生
涯
学
習
課　

☎
63
―

４
８
１
７

※
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが  『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味です。

市長コラム
〈第93回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

↑歴史文化交流センターとコミュニティセンターの完成予想図

　

８
年
前
、
初
め
て
市
長
の
椅
子
に
座
っ
た
時
、
私
は「
基
礎

自
治
体
の
自
立
」を
唱
え
た
。
国
や
県
の
支
援
を
受
け
て
自
治

体
が
成
長
し
て
い
く
の
は
当
然
と
し
て
も
、
指
示
を
受
け
な
け

れ
ば
何
を
や
っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
で
は
自
立
で
き
る
は
ず

は
な
い
と
確
信
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
に
は
多

く
の
賛
同
者
が
い
た
。
国
に
も
で
あ
る
。
国
や
県
が
何
か
を
し

て
く
れ
る
の
を
待
つ
と
い
う
の
で
は
個
性
あ
る
発
展
が
望
め
な

い
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
。
自
立
に
必
要
な
も
の
は
何
か
。
私
は「
地
域
力
と
人

間
力
そ
し
て
行
政
力
」だ
と
機
会
あ
る
ご
と
に
持
論
を
述
べ
た
。

そ
ん
な
私
の
前
に
偉
大
な
る
大
先
輩
が
現
れ
て
、
こ
う
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
く
れ
た
。「
首
藤
さ
ん
、
あ
ん
た
の
言
っ
て
い
る
こ

と
は
正
し
い
。
し
か
し
、
も
う
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
を
付
け
加

え
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
行
政
の
経
営
力
だ
」と
。
そ
の
人
物

こ
そ
、
竹
田
高
校
の
卒
業
生
で
５
期
連
続
し
て
北
九
州
市
長
を

つ
と
め
ら
れ
た
末
吉
興
一
さ
ん
で
あ
っ
た
。

　

経
営
力
と
い
え
ば
、
私
自
身
、
生
家
の
旅
館
経
営
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
長
湯
温
泉
の
御
前
湯
の
建
設
と
そ
の
経
営
体
験
を

基
軸
に
据
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
ま
り
、
確
た
る
現
場
体
験

を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
力
に
な
っ
た
。
特
に
、
御
前
湯
で
は
議

会
も
住
民
も
大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

た
が
、
20
年
近
く
経
っ
た
今
で
も
経
営
は
順
調
で
毎
年
黒
字
が

続
い
て
い
る
。
入
場
者
数
も
27
年
が
11
万
人
を
超
え
、
昨
年
も

地
震
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
10
万
７
千
人
を
維
持
し
て
い

る
。雇
用
も
す
べ
て
で
13
名
。地
域
活
性
化
の
拠
点
施
設
に
な
っ

て
、
全
国
区
の
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

未
利
用
や
埋
没
し
か
か
っ
て
い
た
施
設
の
再
生
も
、
た
と
え

ば
長
湯
ダ
ム
の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
や
旧
下
竹
田
小
学
校
で
の
ド

ジ
ョ
ウ
の
養
殖
の
成
功
事
例
、
加
え
て
放
置
さ
れ
て
い
た
旧
竹

田
中
学
校（
現  

Ｔ
Ｓ
Ｇ
）や
下
竹
田
小
学
校（
現  

県
立
芸
術
文

化
短
期
大
学
下
竹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）の
再
生
事
例
は
申
し
上
げ

る
ま
で
も
な
い
。

　

さ
て
。
肝
心
な
の
は
中
心
部
の
再
生
で
あ
る
。
城
下
町
の
衰

退
を
ど
う
止
め
る
の
か
。
高
齢
化
が
進
み
、
観
光
的
魅
力
も
そ

ぎ
落
と
さ
れ
て
き
た
地
域
の
再
生
は
急
務
で
あ
る
。

　

竹
楽
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
そ
の
期
間
だ
け
は
集
客
マ
シ
ン
と

な
っ
て
い
る
も
の
の
、
ま
た
Т
Ａ
О
の
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
も
同

様
で
は
あ
る
が
、「
町
が
動
き
始
め
た
」と
は
言
い
難
い
。
い
つ

も
人
で
に
ぎ
わ
い
、
経
済
活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
と
い
う
現

象
を
作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
。
議
会
と
も
議
論
し
て
打
ち
出
し
た
の
が
歴
史
資
料

館
・
水
琴
館
の
建
て
替
え
と
本
町
通
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
の
建
設
で
あ
る
。
老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
昨
年
の
熊

本
地
震
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
は
言

え
、
国
の
補
助
金
が
45
パ
ー
セ
ン
ト
も
期
待
で
き
る
と
い
う
条

件
も
魅
力
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
建
物
が
新
し
く
な
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
も
、
そ
れ

で
必
ず
人
が
増
え
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
ど
ん
な
可
能
性

が
高
め
ら
れ
る
の
か
。
国
際
化
を
視
野
に
入
れ
て
、
先
人
・
田

能
村
竹
田
を
源
流
の
ア
ジ
ア
文
化
の
中
核
に
据
え
る
と
い
う
楽

し
み
な
企
画
も
あ
る
。

　

結
び
に
。
ひ
と
つ
だ
け
私
の
企
画
を
打
ち
出
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
役
所
機
能
を
持
た
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
案
内
と
簡
単
な
住
民
窓
口
業
務
を
備
え

る
こ
と
と
、
大
切
な
こ
と
は
会
議
の
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
こ
が
ポ
イ
ン
ト
か
？　

現
在
市
役
所

で
開
催
し
て
い
る
会
議
の
多
く
を
ま
ち
な
か
で
行
う
と
い
う
こ

と
。
つ
ま
り
、
役
所
か
ら
出
て
城
下
町
に
集
ま
る
と
い
う
仕
組

み
を
つ
く
る
こ
と
に
あ
る
。

　

否
が
応
で
も
ま
ち
が
賑
わ
う
こ
と
に
な
る
。
会
議
が
始
ま
る

前
で
も
後
で
も「
お
茶
で
も
飲
も
う
か
、
ご
飯
で
も
食
べ
よ
う

か
」と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　

行
政
の
経
営
力
と
い
う
の
は
、
発
想
の
転
換
ひ
と
つ
で
実
現

し
、
そ
の
成
功
体
験
が
ま
ち
に
新
た
な
る
勇
気
を
与
え
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

成
功
体
験
が
地
域
に
感
動
を
与
え
る

行
政
に
お
け
る
経
営
力

温
泉
資
源
を
生
か
し
た
健
康

づ
く
り
を

　

―
全
国
温
泉
地
サ
ミ
ッ
ト
開
催
―

　

東
京
都
中
央
区
の
ベ
ル
サ
ー
ル
東

京
日
本
橋
で
５
月
15
日
、
環
境
省
主

催
の「
第
２
回
全
国
温
泉
地
サ
ミ
ッ

ト
」が
開
催
さ
れ
、
全
国
の
温
泉
地

60
の
首
長
が
参
加
。

　

竹
田
市
は
、
国
民
保
養
温
泉
地
と

し
て
認
定
さ
れ
た「
竹
田
温
泉
群
」の

予
防
医
療
、
健
康
づ
く
り
と
観
光
振

興
の
取
り
組
み
の
事
例
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　

世
界
に
冠
た
る
温
泉
資
源
を
有
す

る
温
泉
地
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、

健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
べ
き
で
あ
り
、
国
民
保
養
温
泉
地

と
し
て
の
竹
田
市
も
、
国
や
全
国
の

温
泉
地
と
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
共

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。↑全国温泉地サミット
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大
久
保
貞
義
氏
は
、
明
治
33

（
１
９
０
０
）年
、
久
住
町
都
野
石
田

で
４
人
兄
弟
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。

　

明
治
42
年
、
貞
義
氏
８
歳
の
時
に

父
他
界
、
不
幸
な
少
年
時
代
を
過
ご

す
。

　

都
野
尋
常
高
等
小
学
校
、
大
野
郡

立
三
重
農
業
学
校
を
卒
業
後
、
大

正
６（
１
９
１
７
）年
、
都
野
尋
常
高

等
小
学
校
に
代
用
教
員
と
し
て
就
職
。

以
後
終
生
教
育
に
携
わ
る
。
昭
和
３

（
１
９
２
８
）年
、
小
原
国
芳
の
全
人

教
育
に
傾
倒
す
。
若
い
頃
、
兵
役
３

年
や
朝
鮮
出
向
11
年
が
あ
る
。
忠
清

北
道
視
学
や
郡
の
各
種
課
長
の
職
に

あ
り
、
総
務
課
長
の
時
終
戦
と
な
り

帰
国
す
る
。

　

昭
和
22
年
に
教
諭
、
昭
和
23
年
に

中
学
校
長
と
し
て
地
域
の
教
育
一
筋
。

特
に
昭
和
28
年
直
入
郡
都
野
村
・
長

湯
村
・
下
竹
田
村
の
３
村
の
教
育
長

に
な
っ
て
以
後
、
久
住
町
教
育
長
と

し
て
通
算
18
年
間
に
わ
た
っ
て
、
地

域
の
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

　

昭
和
47
年
、
勲
五
等
雙
光
旭
日
章

を
受
章
。
翌
昭
和
48
年
１
月
25
日
、

72
歳
で
没
し
、
大
教
院
釈
貞
芳
居
士

と
な
り
、
正
六
位
を
贈
ら
れ
る
。

　

氏
は
、
若
い
頃
か
ら
文
芸
に
親
し

み
、
作
歌
の
志
を
持
っ
て
同
人
誌
や

新
聞
等
に
投
稿
。
ま
た
広
く
師
友
を

求
め
、
学
者
や
文
人
を
師
友
に
し
た
。

特
に
三
苫
ひ
さ
か
・
並
木
秋
人
・
田

吹
繁
子
・
花
田
比
露
志
と
は
、
親
交

が
深
か
っ
た
文
人
で
あ
る
。

　

氏
の
短
歌
や
随
筆
の
一
部
は
、
大

久
保
貞
義
遺
稿
集
に
残
さ
れ
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
昭
和
４
年
大
分
新
聞
文

芸
欄
土
屋
文
明
選
の
短
歌

　

そ
の
昔　

火
を
噴
き

　
　
　
　

石
を
飛
ば
し
た
る

　
　

噴
火
口
に
咲
く

　
　
　
　
　

み
や
ま
き
り
し
ま

　

久
住
町
は
平
成
４（
１
９
９
２
）

年
、
大
船
山
南
西
の
高
原
に
こ
の
歌

碑
を
建
立
し
た
。
碑
文
の
説
明
の
中

に
、「
氏
は
常
に
故
郷
の
自
然
と
そ
こ

に
住
み
継
ぐ
人
々
に
思
い
を
寄
せ
愛

し
て
や
ま
な
か
っ
た
」と
刻
さ
れ
て

い
る
。

（
工
藤　

晃
）

※
出
典　

大
久
保
貞
義
遺
稿
集
よ
り

地域の教育充実に尽くした　文人　大久保貞義

ま
る
ご
と
博
物
館
140

　

荻
小
学
校
は
、１
９
７
５（
昭
和

50
）年
に
旧
荻
小
学
校
と
柏
原
小
学

校
の
統
合
に
よ
り
創
立
さ
れ
、
今
年

で
43
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度

の
児
童
数
は
１
３
４
名
で
、
近
年
は

児
童
数
が
毎
年
増
え
て
お
り
、
保
護

者
・
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
に
も
支
え
ら
れ
、と
て
も

活
気
の
あ
る
学
校
で
す
。

　

今
年
は
、
校
門
に
刻
ま
れ
た「
や

さ
し
い
心
・
考
え
る
力
・
た
く
ま
し

い
体
」の
校
訓
を
再
確
認
し
、「
み
ん

な
が
輝
く
楽
し
い
学
校
！
」を
め
ざ

し
て
、
日
々
の
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

「
や
さ
し
い
心
」で
は
、
毎
日
１
回

の
音
読
・
群
読
の
実
施
、
縦
割
班
掃

除
、
家
庭
や
地
域
の
方
と
も
連
携
し

た
あ
い
さ
つ
運
動
等
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
児
童
会
で
は
、
毎
月
２
回

（
１
日
と
15
日
）実
施
し
て
い
る
ア
ル

ミ
缶
回
収
の
益
金
で
横
断
幕
を
作
成

し
、そ
れ
を
掲
げ
て
朝
の
あ
い
さ
つ

運
動
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
考
え
る
力
」で
は
、
今
年
も
算
数

の
習
熟
度
別
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、

全
て
の
教
科
で
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
学

習
を
位
置
づ
け
た
子
ど
も
同
士
の
学

び
合
い
の
授
業
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
発
表
が
増
え
、
特
に

高
学
年
で
は
、
黒
板
に
自
分
の
考
え

を
書
き
な
が
ら
、み
ん
な
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
た
く
ま
し
い
体
」で
は
、
週
２
回

の
な
わ
と
び
タ
イ
ム
に
お
い
て
、
個

人
の
時
間
跳
び
や
技
跳
び
、
学
年
や

縦
割
班
の
長
縄
跳
び
に
目
標
を
設
定

し
て
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
学
期
末
に

は
な
わ
と
び
大
会
を
行
い
、
各
自
の

頑
張
り
を
認
め
合
う
予
定
で
す
。

　

さ
て
、
荻
は
赤
採
り
ト
マ
ト
の
生

産
を
始
め
と
し
て
、
農
業
が
盛
ん
な

地
域
で
す
。
水
利
に
乏
し
か
っ
た
こ

の
地
域
に
水
を
引
き
、
現
在
の
繁
栄

の
基
礎
を
築
か
れ
た
先
人
の
苦
労
や

功
績
を
学
ぶ
た
め
、
本
校
で
は「
大

谷
ダ
ム
」や「
荻
・
柏
原
井
路
」等
の

学
習
を
郷
土
学
の
中
心
に
据
え
て
い

ま
す
。
先
日
は
５
年
生
が
大
蘇
ダ
ム

の
見
学
に
も
行
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
が「
荻
」を

愛
し
、「
荻
」に
誇
り
を
持
ち
、
新
た

な「
荻
」を
創
ろ
う
と
す
る
積
極
的
な

意
欲
と
態
度
を
育
成
で
き
る
よ
う
、

教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

（
教
頭　

佐
藤
一
彦
）

校
訓
を
胸
に
刻
み
、

「
み
ん
な
が
輝
く
楽
し
い
学
校
！
」
を
め
ざ
し
て

今
月
の
学
び
舎　

竹
田
市
立
荻
小
学
校

↑あいさつ運動

↑みんな元気になわとびタイム

↑校門に掲げられた校訓

↑大久保貞義氏

教　育

↑大久保貞義氏の短歌が刻された歌碑
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丘き
ゅ
う

陵り
ょ
う

地ち

や
低
山
地
の
や
や
湿し
め

り

気け

の
あ
る
草
地
や
林り
ん

縁え
ん

に
生
育
す

る
高
さ
80
㌢
ほ
ど
の
全
体
に
軟や
わ

ら

か
い
草そ
う

質し
つ

で
、
茎く
き

は
直ち
ょ
く

立り
つ

し
ま
す
。

　

対た
い

生せ
い

の
茎け
い

葉よ
う

は
９
個
か
ら
11
個

の
奇き

数す
う

羽う
じ
ょ
う状
に
全ぜ
ん

裂れ
つ

し
、
ふ
ち
に

粗あ
ら

い
鋸き
ょ

歯し

が
あ
り
ま
す
。
葉
の
長

さ
は
下
部
の
も
の
で
全
長
25
㌢
ほ

ど
で
す
。

　

初
夏
の
頃
、
茎け
い

頂ち
ょ
う

の
散さ
ん

房ぼ
う

花か

序じ
ょ

に
筒つ
つ

形が
た

の
５
裂れ
つ

し
た
径
３
㍉
ほ
ど

の
淡
紅
色
の
合ご
う

弁べ
ん

花か

を
蜜み
つ

に
集
め

て
咲
か
せ
ま
す
。
花
期
が
過
ぎ
る

と
花
の
色
は
白
っ
ぽ
く
あ
せ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
花
の
様
子
を
絞し
ぼ

り
染ぞ

め
の
模も

様よ
う

に
白
い
ま
だ
ら
を

染そ

め
出
し
た
鹿か

の
子こ

し
ぼ
り
に
見

立
て
て
鹿カ

のノ

子コ

草ソ
ウ

の
名
が
あ
り
ま

す
。

　

竹
田
で
は
市
の
北
西
部
や
南
西

部
の
里
山
の
林
の
ふ
ち
な
ど
で
観

察
さ
れ
ま
す
が
、
主
に
は
く
じ
ゅ

う
山
系
の
高
原
の
く
ぼ
地
で
比ひ

較か
く

的て
き

多
く
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は

５
月
か
ら
６
月
で
す
。

阿孫  久見

第147回

カノコソウ（スイカズラ科）

平成29年７月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真

を募集します！　問秘書広報係 ☎63-1043

平成28年6月生まれ
誕生日　親

（地区・自治会）

郷土の植物

誕
生
お
め
で
と
う

４
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

（338）


